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Ⅰ はじめに 

令和2年4月から令和3年3月の間に実施した原子力規制委員

会委託「環境放射能水準調査」について報告する．この調査

は昭和61年チェルノブイリ原発事故を契機として始まり，全

都道府県が「環境放射能水準調査」として実施しているもの

である． 

 

Ⅱ 方法 

１ 調査期間 

令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 令和 3 年 3 月退職 

２ 調査項目 

環境放射能調査項目を表 1 に示す． 

３ 測定装置 

（１）全 β放射能測定 ：β線測定装置 

（ALOKA 社製 JDC-5200） 

（２）γ線核種分析    ：Ge 半導体核種分析装置 

（SEIKO EG&G 社製 GEM-25-70） 

（３）空間放射線量率 ：モニタリングポスト  

（ALOKA 社製 MAR-22，応用光研工業社製 FND-303) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

表 1 環境放射能調査項目 

番号 備考

1 全β放射能測定

2

3

4

5

6

7

8

9 徳島局 徳島市（徳島保健所）

鳴門局 鳴門市（鳴門合同庁舎）

美波局 美波町（南部総合県民局美波庁舎）

池田局 三好市（池田総合体育館）

 石井町

 石井町（農林水産総合技術支援センター）

 石井町

 上板町（農林水産総合技術支援センター）

調査地点

 徳島市（保健製薬環境センター）

 徳島市（保健製薬環境センター）

 徳島市（保健製薬環境センター）

 徳島市（保健製薬環境センター）

 上板町（農林水産総合技術支援センター）

モニタリングポスト

γ線核種分析

陸水（蛇口水）

土壌

精米

牛乳（原乳）

野菜（大根）

空間放射線量率

野菜（ほうれん草）

調査項目

大気浮遊じん

定時降水

降下物
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４ 試料の調製及び測定方法 

試料の調製及び測定方法は「環境放射能水準調査委託実施

計画書」1) ，文部科学省「全ベータ放射能測定法」2) ，「ゲ

ルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ

ー」3) ，「連続モニタによる環境ガンマ線測定法」4) ，「環

境試料採取法」5) に準拠し実施した． 

（１）定時降水 

保健製薬環境センター（以下「当センター」という．）屋

上に雨水採取器（受水面積 423 cm2）を設置し，9 時に前 24

時間の降水を採取し，全 β放射能を測定した． 

なお，全 β放射能が検出された試料については γ線核種分

析を行った． 

（２）大気浮遊じん 

当センター屋上においてハイボリュームエアサンプラーを 

用いて約 1,680 m3の大気を吸引し，ガラス繊維ろ紙上に捕集

した．これを 1 か月に 2 回行い，3 か月分の試料をまとめて γ

線核種分析を行った． 

（３）降下物 

当センター屋上に大型水盤（受水面積 5,000 cm2）を設置し， 

1 か月間の降下物を集め，濃縮乾固した後，γ線核種分析を行

った． 

（４）陸水（蛇口水） 

当センター4階の蛇口水を100 L採取し，濃縮乾固した後，  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

γ線核種分析を行った． 

（５）土壌 

農林水産総合技術支援センターで 0～5 cm，5～20 cm の深

さの土壌をそれぞれ採取し，105°C で乾燥した後，ふるい（目

開き 2 mm）に通し，γ線核種分析を行った． 

（６）精米 

購入した精米を前処理することなく，γ 線核種分析を行っ

た． 

（７）野菜 

購入した大根及びほうれん草について，各検体を105°Cで

72時間乾燥した後，電気炉を用いて450°Cで24時間灰化処理

を行い，ふるい（目開き0.35 mm）に通し，γ線核種分析を行

った． 

（８）牛乳 

農林水産総合技術支援センターで採取した牛乳2 Lを前処

理することなく，γ線核種分析を行った． 

また，牛乳3 Lをガスコンロで炭化処理し，電気炉を用いて

450°Cで24時間灰化処理した後，ふるい（目開き0.35 mm）に

通し，γ線核種分析を行った． 

（９）空間放射線量率 

徳島局，鳴門局，美波局及び池田局にモニタリングポスト

を設置し，24時間連続測定を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 定時降水試料中の全 β放射能調査結果 

測定数 最低値 最高値

 令和2年 4月 110.6 3 N.D N.D N.D

　　　　  5月 103.8 6 N.D N.D N.D

　　　　  6月 155.3 9 N.D N.D N.D

　　　　  7月 273.0 12 N.D N.D N.D

　　　　  8月 21.2 2 N.D N.D N.D

　　　　  9月 301.6 8 N.D N.D N.D

 　　　  10月 374.0 7 N.D N.D N.D

　  　　   11月 39.5 4 N.D N.D N.D

　    　　12月 10.1 2 N.D N.D N.D

 令和3年 1月 65.3 3 N.D N.D N.D

　　　　  2月 57.6 6 N.D 0.72 3.6

　　　　  3月 101.5 8 N.D N.D N.D

年  間 値 1613.5 70 N.D N.D N.D

241 N.D 1.1 N.D～7.3

月間降下量

( MBq/km2 )

過去3年間の値(平成29～令和元年度)

放射能濃度  ( Bq/L )
採取年月 降水量 ( mm )

※N.Dは検出限界値未満（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）を示す．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 3 ゲルマニウム半導体検出器による γ核種分析測定調査結果 
131I

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R2.4 - R3.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R2.4 - R3.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R2.6 1 N.D N.D  mBq/L
N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

石井町 R2.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.1 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.1 1 N.D N.D

上板町 R2.8 1 N.D N.D  Bq/L
134Cs

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R2.4 - R3.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R2.4 - R3.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R2.6 1 N.D N.D  mBq/L
N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

石井町 R2.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.1 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.1 1 N.D N.D

上板町 R2.8 1 N.D N.D  Bq/L
137Cs

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R2.4 - R3.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R2.4 - R3.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R2.6 1 N.D N.D  mBq/L
2.1 3.0  Bq/kg乾土

63 100  MBq/km2

1.9 2.4  Bq/kg乾土

130 160  MBq/km2

石井町 R2.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.1 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.1 1 N.D N.D

上板町 R2.8 1 N.D N.D  Bq/L
※N.Dは検出限界値未満（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）を示す．

 Bq/kg生
N.D

牛　乳 N.D

1
N.D
N.D

精　米 N.D

野　菜
N.D

土　壌

0～5 cm 上板町 R2.8 1
N.D
N.D

5～20 cm 上板町 R2.8

降 下 物

陸水（蛇口水） N.D

検体数

131I

大気浮遊じん

前年度までの
過去3年間の値試　料　名 採取場所 採取年月 単　位

N.D

野　菜
N.D

 Bq/kg生
N.D

牛　乳 N.D

試　料　名 単　位

大気浮遊じん

降 下 物

N.D

N.D

0～5 cm 上板町

5～20 cm 上板町

N.D

土　壌

R2.8 1
N.D

R2.8
N.D

採取場所 採取年月 検体数

精　米

1

単　位

前年度までの
過去3年間の値

134Cs
前年度までの
過去3年間の値

陸水（蛇口水）

 Bq/kg生
N.D

1.9
120

5～20 cm 上板町 R2.8 1
1.6
130

R2.8 1

降 下 物

陸水（蛇口水）

牛　乳 N.D

精　米 N.D

野　菜
N.D

N.D

土　壌

大気浮遊じん

137Cs
試　料　名 採取場所 採取年月 検体数

0～5 cm 上板町
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４ 試料の調製及び測定方法 

試料の調製及び測定方法は「環境放射能水準調査委託実施

計画書」1) ，文部科学省「全ベータ放射能測定法」2) ，「ゲ

ルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ

ー」3) ，「連続モニタによる環境ガンマ線測定法」4) ，「環

境試料採取法」5) に準拠し実施した． 

（１）定時降水 

保健製薬環境センター（以下「当センター」という．）屋

上に雨水採取器（受水面積 423 cm2）を設置し，9 時に前 24

時間の降水を採取し，全 β放射能を測定した． 

なお，全 β放射能が検出された試料については γ線核種分

析を行った． 

（２）大気浮遊じん 

当センター屋上においてハイボリュームエアサンプラーを 

用いて約 1,680 m3の大気を吸引し，ガラス繊維ろ紙上に捕集

した．これを 1 か月に 2 回行い，3 か月分の試料をまとめて γ

線核種分析を行った． 

（３）降下物 

当センター屋上に大型水盤（受水面積 5,000 cm2）を設置し， 

1 か月間の降下物を集め，濃縮乾固した後，γ線核種分析を行

った． 

（４）陸水（蛇口水） 

当センター4階の蛇口水を 100 L採取し，濃縮乾固した後，  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

γ線核種分析を行った． 

（５）土壌 

農林水産総合技術支援センターで 0～5 cm，5～20 cm の深

さの土壌をそれぞれ採取し，105°C で乾燥した後，ふるい（目

開き 2 mm）に通し，γ線核種分析を行った． 

（６）精米 

購入した精米を前処理することなく，γ 線核種分析を行っ

た． 

（７）野菜 

購入した大根及びほうれん草について，各検体を105°Cで

72時間乾燥した後，電気炉を用いて450°Cで24時間灰化処理

を行い，ふるい（目開き0.35 mm）に通し，γ線核種分析を行

った． 

（８）牛乳 

農林水産総合技術支援センターで採取した牛乳2 Lを前処

理することなく，γ線核種分析を行った． 

また，牛乳3 Lをガスコンロで炭化処理し，電気炉を用いて

450°Cで24時間灰化処理した後，ふるい（目開き0.35 mm）に

通し，γ線核種分析を行った． 

（９）空間放射線量率 

徳島局，鳴門局，美波局及び池田局にモニタリングポスト

を設置し，24時間連続測定を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 定時降水試料中の全 β放射能調査結果 

測定数 最低値 最高値

 令和2年 4月 110.6 3 N.D N.D N.D

　　　　  5月 103.8 6 N.D N.D N.D

　　　　  6月 155.3 9 N.D N.D N.D

　　　　  7月 273.0 12 N.D N.D N.D

　　　　  8月 21.2 2 N.D N.D N.D

　　　　  9月 301.6 8 N.D N.D N.D

 　　　  10月 374.0 7 N.D N.D N.D

　  　　   11月 39.5 4 N.D N.D N.D

　    　　12月 10.1 2 N.D N.D N.D

 令和3年 1月 65.3 3 N.D N.D N.D

　　　　  2月 57.6 6 N.D 0.72 3.6

　　　　  3月 101.5 8 N.D N.D N.D

年  間 値 1613.5 70 N.D N.D N.D

241 N.D 1.1 N.D～7.3

月間降下量

( MBq/km2 )

過去3年間の値(平成29～令和元年度)

放射能濃度  ( Bq/L )
採取年月 降水量 ( mm )

※N.Dは検出限界値未満（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）を示す．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 3 ゲルマニウム半導体検出器による γ核種分析測定調査結果 
131I

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R2.4 - R3.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R2.4 - R3.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R2.6 1 N.D N.D  mBq/L
N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

石井町 R2.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.1 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.1 1 N.D N.D

上板町 R2.8 1 N.D N.D  Bq/L
134Cs

最低値 最高値 最低値 最高値
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上板町 R2.8 1 N.D N.D  Bq/L
137Cs

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R2.4 - R3.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R2.4 - R3.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R2.6 1 N.D N.D  mBq/L
2.1 3.0  Bq/kg乾土

63 100  MBq/km2

1.9 2.4  Bq/kg乾土

130 160  MBq/km2

石井町 R2.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.1 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.1 1 N.D N.D

上板町 R2.8 1 N.D N.D  Bq/L
※N.Dは検出限界値未満（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）を示す．
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N.D

土　壌
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Ⅲ 調査結果及び考察 

１ 降雨中の全β放射能測定 

表 2 に定時降水試料中の全 β 放射能濃度測定結果を示す．

1 試料で全 β放射能が検出されたが，γ線核種分析の結果，人

工放射性核種は検出されなかった．なお，検出下限値は，計

数誤差の 3 倍とした． 

２ γ線核種分析 

表 3 に大気浮遊じん，降下物，陸水，土壌及び食品試料中

の γ線核種分析結果を示す．土壌試料から人工放射性核種で

ある 137Cs が検出されたが，例年同様，低レベルであった．

これは，過去に行われた大気圏核実験等に由来するものと推

察され，また，例年のデータと比較しても大差はない値であ

った． 

その他の試料については，人工放射性核種である 131I，134Cs，
137Cs はいずれも検出限界値未満であった． 

３ 空間放射線量率 

表 4 に空間放射線量率の測定結果を示す．徳島局における

空間放射線量率は，37～60 nGy/h であり，過去 3 年間の値と

同程度で推移した．鳴門局，美波局，池田局においても，降

雨の影響により，最高値の変動はあるが，平均値としてはい

ずれの局も年間を通して同程度で推移した．いずれの局にお

いても，最高値を記録した際は天候不良であり，降雨もしく

は降雪により，大気中の天然放射性核種が地表面に落下する

一般的な現象によるものと考えられる．  

なお，徳島局に比べ，他の 3 局が高い値を示しているが， 

これは設置場所の状況の違いや，地面，地質の違いによるも

のと考えられる 6) ． 

 

Ⅳ まとめ 
令和 2 年度における環境放射能水準調査については，γ 線

核種分析の結果，土壌試料で 137Cs が検出されたが，例年同 

 

様，低濃度であった． 

 全β放射能測定では，1試料で全β放射能が検出されたが，

γ 線核種分析の結果，人工放射性核種は不検出であった．空

間放射線量率は 4 局で測定した結果，設置場所の状況により

測定値はそれぞれ異なるが，各局ともに年間を通して，概ね

変動のない数値であった． 

以上から，本調査結果により，徳島県の環境放射能につい

ては，これまでと同程度の放射線量のレベルで推移している

ことが確認された． 
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表 4 空間放射線量率測定結果 

最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値

  令和2年 4月 59 37 39 84 48 54 75 50 53 100 55 60
　　　　 5月 55 37 39 76 50 53 82 50 54 80 56 60
　　　　 6月 60 37 39 93 51 54 97 48 54 109 55 61
    　 　    7月 59 37 39 79 50 54 77 49 53 89 55 60
　　　　 8月 43 37 39 59 49 53 59 50 54 86 57 62
　　　　 9月 54 37 39 83 50 54 69 49 53 83 56 60
　　 　  10月 50 38 40 67 47 54 74 50 54 77 56 60
　    　　11月 53 37 40 75 50 54 78 49 54 84 56 60
　　   　12月 47 38 40 69 50 54 64 50 54 100 56 60
  令和3年 1月 55 38 40 76 50 54 69 50 54 93 54 59
 　　   　 2月 51 37 40 78 51 54 67 49 54 92 55 59
　       　  3月 59 37 39 92 50 54 77 47 54 111 55 60

年 間  値 60 37 40 93 47 54 97 47 54 111 54 60
  過去3年間の値

  (平成29～
　   令和元年度)

62 36 40 113 47 54 95 48 54 114 53 60

※単位：nGy/h

池田局徳島局
測定年月日

鳴門局 美波局

No. ｺｰﾄﾞ 分類 植物名 科 薬用部位（生薬名〈フリガナ〉） 効能

1 1 一年草 アイ タデ
葉（藍葉〈ランヨウ〉），
果実（藍実〈ランジツ〉）

痔疾，扁桃腺炎，喉頭炎，
虫さされ

2 3 常緑
低木

アオキ ミズキ
果実（桃葉珊瑚〈トウヨウサンゴ〉），
葉

やけど，しもやけ，腫れ
物，脚気，浮腫

3 1
落葉

つる性
植物

アオツヅラフ
ジ

ツヅラフジ
根，
根茎（木防已〈モクボウイ〉）

利尿，鎮痛

4 3 一年草 アカザ ヒユ 葉（藜葉〈レイヨウ〉）
虫さされ，健胃，強壮，歯
痛

5 1 落葉
小高木

アカメガシワ
トウダイグ
サ

樹皮（赤芽柏〈アカメガシワ〉），
葉

胃潰瘍，十二指腸潰瘍，胃
腸疾患，胆石症，あせも

6 3 多年草 アキカラマツ キンポウゲ 全草（高遠草〈タカトウグサ〉） 下痢止め，腹痛，健胃

7 1
落葉

つる性
植物

アケビ アケビ つる性の茎（木通〈モクツウ〉） 利尿，通経，消炎，排膿

8 3 一年草 アサガオ ヒルガオ 種子（牽牛子〈ケンゴシ〉） 峻下，緩下

9 1 落葉
低木

アジサイ アジサイ 花と葉（紫陽花〈シヨウカ〉） 解熱

10 1 多年草 アシタバ セリ 葉（鹹草〈カンソウ〉） 利尿，緩下，高血圧症予防

11 1 常緑
高木

アスナロ ヒノキ 葉 肝炎，解熱

12 3 落葉
低木

アマチャ アジサイ 葉（甘茶〈アマチャ〉） 甘味料

13 3 多年草 アマドコロ ユリ
根茎（萎蕤〈イズイ〉，玉竹〈ギョクチ
ク〉）

強壮，強精

14 1 多年草 イ イグサ 地上部（燈心草〈トウシンソウ〉） 利尿，解熱，鎮静

15 3 多年草 イカリソウ メギ 地上部（淫羊藿〈インヨウカク〉）
神経衰弱，健忘症，強精，
強壮

16 1 一年草 イシミカワ タデ 全草（杠板帰〈コウバンキ〉）
下痢止め，利尿，解熱，腫
れ物

17 3 多年草 イタドリ タデ 根茎（虎杖根〈コジョウコン〉）
便秘，じんま疹，月経不
順，夜尿症，気管支炎

　本県は気候風土に恵まれ，野生の薬草や栽培に適した薬草が多数あり，これを研究し薬業の振興に役立てたり，標本植物
を集めて利用していただくため，昭和27年に徳島県薬用植物栽培試験圃が設置されました．その後，移転，縮小等を経て，

現在の徳島県立保健製薬環境センター薬用植物園（徳島県徳島市庄町1丁目　徳島県蔵本公園内）は，東園，西園あわせて

総面積1,362 ㎡となっています．

  平日の9時から12時まで開放しており，また，県民を対象にした薬草教室も開催しています．
　なお，体質改善等を目的とした薬用植物の使用にあたっては，必ず医師または薬剤師に相談してください．

徳徳島島県県立立保保健健製製薬薬環環境境セセンンタターー栽栽培培薬薬用用植植物物リリスストト （令和3年8月20日現在）
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